
お手玉を投げて、みんなで鬼退治。⬆

⬅ 無事に鬼を退治しました。

会報第６９号

八 雲 町 社 協 だより

社会福祉法人　八雲町社会福祉協議会

ともに支え合う、安心・安全・福祉のまちづくりを目指して

八雲デイサービスセンター

☎６３－４１１０
八雲デイサービスセンターまで

☆皆様のお越しをおまちしております☆

　デイサービスセンターでは、毎月様々な行事を開催し
ております、興味のある方や利用してみたい方、見学や
体験利用がありますので、当センターまでお気軽にお問
い合わせ下さい。



　社会福祉協議会は、社会福祉法において「地域福祉を推進する団体」として位置づけられており、「誰
もが安心して暮らすことができる福祉のまちづくり」を推進していくことを使命とし、時代の変化を
とらえながら、新たな福祉課題に対応すべく地域福祉実践計画を策定し、「地域共生社会」を推進して
まいりたいと考えております。 ※抜粋

新４期地域福祉実践計画を作成しました！

詳しくご覧になりたい方は、お手数ですが社協までお越しください。

基　本　目　標 主 な 取 り 組 み
実　践　課　題

具 体 的 な 施 策

１．～地域みんなで取り組 
　 むこと～
「住民参加・協働による福祉
活動の促進」

３．～福祉サービスとして
　 社協が取り組むこと～
「安心して利用できる福祉
サービスの実現」

５．～社協内部で取り組む
　 こと
「地域福祉推進のための社
協組織運営体制の強化」

４．～社協がしかけます“福
　 祉のこころ醸成”～
「人に優しいまちづくりへ
の展開」

２．～社協が支援すること～
「地域に根差した福祉活動
の充実」

住民参加・地域福祉への理解と
意識づくり

地域福祉実践計画の周知・広報、ともに支え合う
地域づくりの推進、ニーズの把握
高齢者等見守り活動の推進、在宅福祉ふれあい事
業の見直し、活性化、世代間交流、サロン等地域
福祉活動の活発化

地域住民組織における支援体制の構築、福祉基金を
活用した事業の実施、地域住民福祉組織における支
援体制の構築、地域福祉活動への参加促進、情報提
供、福祉施設、福祉専門職・機関との連携促進

ボランティアセンター事業の推進、ＮＰＯや企業
など多様な団体との相互連携強化、災害ボランテ
ィアセンターの運営、地域福祉の核となる人材ボ
ランティアの発掘、育成

地域における生活課題に対応す
るための協働、連携の場づくり

地域社会資源の活用、地域包括支援センターとの
連携・協働

地域の生活課題に向けた支援と
取り組み

小地域福祉活動の推進

ボランティア・NPO活動等の
推進

福祉教育の推進

組織運営体制の充実、整備

安定した財源基盤の確立

事務局体制の充実強化

行政とのパートナーシップ強化
地域福祉実践計画の進行管理
他社協との連携

福祉啓発、情報提供体制の整備 各種広報活動の充実
道社協など関係機関との連携・協働、各種相談活
動の周知及び体制整備
生活福祉資金貸付事業の推進、生活一時金資金貸
付事業、各種相談活動の周知及び体制整備、日常
生活自立支援

町受託事業の実施、子育て支援事業の充実、ケア
ラー支援対策事業、食品ロス配付事業
介護保険事業所の推進、障がい者自立支援事業所
の推進、サービス供給体制の充実

啓発・広報活動の充実、心のバリアフリーの推進、
出前講座の活用、福祉教育の推進

地域に根ざした役員体制の確保、組織・機構の見
直し
会費、会費制度の理解、加入促進、公的財源の安
定確保、自主財源の確保、健全経営
職員の資質向上、専門性の確保、事務局組織運営
体制の強化、適切な人事、労務管理
地域福祉推進の基盤整備の働きかけ
地域福祉実践計画の進行管理
災害救援活動の相互支援、道内社協との連携促進

相談支援体制の強化

在宅福祉サービスの充実

介護保険事業所等の充実

自立生活の支援

八雲町社協だより
（2）



　地域福祉の推進役として八雲町社会福祉協議会は、「ともに支え合う、安心・安全・福祉のまちづくり」を基
本理念に掲げ、地域住民・行政・町内会・福祉施設・福祉団体・ボランティア等との密接な連携と協働のもと
取り組んでまいりました。
　誰もがいきいきと安全に安心して暮らし続けることができる地域社会を実現していくためには、地域住民相互
の繋がりの高め合いと共に生活課題を受け止めていく体制づくりと地域福祉活動が一層求められています。
　社会福祉協議会が、高い公益性が求められる社会福祉法人として地域福祉を推進する「協議体」が公益的
な取り組みを推進することも期待されていることから八雲町社会福祉協議会のバランスのある業務の見直しと効
率化を図るため、職員間の連携を図り、各事業の推進に取り組んでまいります。
　新たに今年度から令和９年度にわたる「新４期地域福祉実践計画」がスタートします。この計画を基軸に、
より実効性のある計画としてその効果が着実に達成できるよう、引き続き、町からの受託事業を含め、当社協
が中心となっている在宅福祉サービス事業の事業効果が最大限発揮されるよう努めてまいります。
　令和２年初頭より世界的猛威を奮い続けている「新型コロナウイルス感染症」はウィズコロナによるライフス
タイルに大きく変化せざるを得ない状況にありますが、当社協においては、本部及び支所業務、各介護事業所
業務にあたっては、感染症予防対策を講じたうえで運営を行っております。
　新型コロナウイルスの感染症法上の分類移行により新たなライフスタイルが構築されることとなりますが、本
年度においては、各種事業・研修等が再開できるものと期待され、事業及び業務にあたっては感染症予防を徹
底したうえで、安心・安全に実施するよう努めてまいります。
　さて、八雲町社協は、居宅介護支援事業・デイサービス事業【通所介護事業】・訪問介護事業（熊石地域）
の三事業の介護保険事業所を開設しております。
　「居宅介護支援事業」は、業務内容が順調に推移しておりますが、「通所介護事業」及び熊石地域の「訪問
介護事業」は、引き続き、経常収支は赤字が続いており、厳しい経営状況にあります。常に事業の状況を把握
しながら経営の安定化と利用者のサービス向上に、信頼され親しまれる事業所として、新たな利用者確保に一
層強化と社協らしい事業展開を図りながら、継続的な事業経営に努めてまいります。

基本方針

重点推進事項

令和５年度 八雲町社会福祉協議会事業計画

　

５
ヵ
年
計
画【
令
和
５
年
度
〜
令
和
９
年
度
】の「
新
４
期
地
域
福
祉
実
践
計

画
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、着
実
な
事
業
の
展
開
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、常

に
進
行
管
理
を
把
握
し
、関
係
団
体
等
と
の
協
議
や
相
互
協
力
を
図
り
、新
規
事

業
を
は
じ
め
と
す
る
計
画
事
業
の
着
実
な
実
施
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑴ 

地
域
福
祉
実
践
計
画
の
推
進

　

地
域
福
祉
活
動
は「
み
ん
な
で
支
え
合
う
」を
理
念
と
し
、社
協
活
動
と
の
協
働

を
促
進
さ
せ
る
た
め
地
域
住
民
や
あ
ら
ゆ
る
団
体
・
組
織
と
連
携
し
た
住
民
福
祉

活
動
を
推
進
し
、様
々
な
課
題
解
決
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

隔
年
実
施
の
第
８
回
社
会
福
祉
大
会
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」感

染
予
防
対
策
の
観
点
か
ら
３
年
連
続
で
開
催
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。本

年
度
は
、あ
ら
た
め
て
継
続
事
業
と
し
て「
第
８
回
社
会
福
祉
大
会
」を
開
催
す
る

計
画
と
い
た
し
ま
た
。福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、地
域
福
祉
の
意
義
や
役
割
、

推
進
方
法
等
に
つ
い
て
関
係
者
と
共
有
す
べ
く
、内
容
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、本
年
度「
第
１８
回
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
」を
開
催
す
る
計
画
で
あ
り
、そ
の
ほ

か
町
内
会
等
の
自
主
的
な
福
祉
活
動
へ
の
支
援
協
力
、「
地
域
に
お
け
る
生
活
支
援

体
制
の
構
築
」に
つ
い
て
も
引
き
続
き
積
極
的
に
支
援
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑵ 

地
域
福
祉
活
動
の
推
進

　

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
は
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、中
心
的
な
行
事
で
あ
り
ま
す「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
」を
は
じ

め
、「
青
少
年
福
祉
活
動
体
験
事
業
」の
再
開
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
愛
ラ
ン
ド
北
海

道
」へ
の
参
加
を
通
じ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
と
育
成
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
を
助
長
さ
せ
る
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
あ
る
活

動
紹
介
や
支
援
体
制
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
愛
情
銀
行
）事
業
は
、主
に
町
の
補
助
金
と
町
民
の

寄
附
金
を
基
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
運
営
助
成
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
う
ち
寄
附
金
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

事
業
の
見
直
し
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑶ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連
携

　
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」に
つ
い
て
は
、マ
ニ
ュ
ア
ル
は
構
築
さ
れ
た
も

の
の
、具
体
的
な
運
営
方
法
等
に
つ
い
て
、町
及
び
関
係
機
関
と
の
協
議
が
進
ん
で

い
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、速
や
か
に
協
議
を
始
め
、有
事
に
即
応
で
き
る
よ

う
体
制
を
構
築
し
災
害
時
の
対
応
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。併
せ
て
、道

社
協
が
推
奨
し
て
い
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
の
災
害
連
携
に
向
け
た
協
議
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑷ 

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
の
実
効
性
の
確
立

八雲町社協だより
（3）



　

経
済
困
窮
者
や
社
会
的
孤
立
の
状
況
に
あ
る
生
活
困
窮

者
に
対
し
、生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業「
生
活
就
労
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
お
し
ま
」と
連
携
し
自
立
支
援
相
談
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、低
所
得
者
や
経
済
的
な
生
活
課
題
を
抱
え
る
世

帯
に
対
し
、生
活
一
時
金（
社
協
単
独
事
業
）、生
活
福
祉
資

金（
北
海
道
社
協
事
業
）の
貸
付
と
相
談
支
援
を
行
い
、経

済
的
自
立
及
び
生
活
意
欲
の
助
長
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

⑸ 

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
活
動
の
実
施

　

町
か
ら
の
受
託
事
業
を
中
心
に
実
施
し
て
い
る
、給
食

（
八
雲
）、移
送（
八
雲
・
熊
石
）、高
齢
者
訪
問（
熊
石
）サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、利
用

者
が
よ
り
良
い
生
活
が
送
ら
れ
る
よ
う
、安
全
に
留
意
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、町
民
の
善
意
に
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
車
椅
子
や
ベ
ッ

ド
の
有
効
活
用
を
行
っ
て
い
る
福
祉
用
具
無
料
貸
付
事
業

に
つ
い
て
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、新
た
に
ケ
ア
ラ
ー
支
援
事
業
及
び
食
品
ロ
ス
配

付
事
業
の
実
施
に
向
け
て
、関
係
企
業
及
び
団
体
と
協
議

を
開
始
、そ
の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑹ 

在
宅
福
祉
活
動
の
推
進

　

八
雲
町
社
協
は
、町
か
ら
の
運
営
補
助
金
、在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
の
委
託
金
、介
護
保
険
事
業
に
と
も
な
う
介
護

報
酬
、町
民
等
か
ら
の
愛
情
銀
行
へ
の
寄
附
金
、更
に
は
住

民
の
理
解
と
協
力
を
得
た
自
主
財
源
で
あ
り
ま
す
個
人
会

費
・
賛
助
会
費
・
特
別
会
費
及
び
共
同
募
金
助
成
金
な
ど
多

様
な
公
的
財
源
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

会
費
な
ど
の
自
主
財
源
は
、人
口
減
少
や
長
引
く
経
済

不
況
や
長
引
く
経
済
不
況
及
び
景
気
後
退
等
に
加
え
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
経
済
の
冷
え
込
み
や

物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
、大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

社
協
の
活
動
に
対
し
て
、ご
理
解
を
い
た
だ
く
よ
う
丁
寧
な

説
明
に
心
が
け
、納
入
の
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①
会
費
納
入
に
つ
い
て

　

自
主
財
源
の
中
で
大
き
な
割
合
を
占
め
る
会
費
に
つ
い
て

は
、引
き
続
き
住
民
や
町
内
会
等
の
理
解
を
得
な
が
ら
個

人
会
費
の
納
入
と
賛
助
会
費
・
特
別
会
費
の
加
入
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
共
同
募
金
へ
の
協
力

　

住
民
の
善
意
と
助
け
合
い
の
精
神
に
よ
り
、地
域
福
祉
推

進
の
取
り
組
み
の
財
源
を
支
え
る
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、

社
協
が
行
っ
て
い
る
各
種
団
体
助
成
金
の
原
資
で
あ
り
重

要
な
財
源
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、八
雲
町
共
同
募
金
委
員
会
が
実
施
す
る
募
金

活
動
に
対
し
積
極
的
に
参
加
し
支
援
協
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

③
基
金
・
積
立
金
に
つ
い
て

　

社
協
に
は
、資
本
金
と
な
る
基
本
財
産
の
ほ
か
、福
祉
基

金
、財
政
調
整
基
金
、人
件
費
積
立
金
、備
品
等
購
入
積
立

金
及
び
退
職
手
当
引
当
金
が
あ
り
、そ
の
管
理
に
は
八
雲

町
社
協
資
金
管
理
運
営
方
針
等
に
基
づ
き
万
全
を
期
し
て

ま
い
り
ま
す
。

⑼ 

財
源
の
確
保
と
財
政
の
確
立

①
啓
発
・
広
報
活
動

　
「
社
協
だ
よ
り
」、「
支
所
だ
よ
り
」を
年
４
回
発
行
し
、各

種
事
業
や
活
動
の
周
知
を
図
り
社
協
活
動
の
啓
発
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
広
報
活
動
も
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

②
組
織
運
営
の
充
実

　

評
議
員
会
、理
事
会
の
開
催
を
通
し
て
、法
人
運
営
や
事

業
推
進
の
方
向
性
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、監
査
の
実
施
に

よ
り
法
人
運
営
の
適
正
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。必
要
に

応
じ
各
委
員
会
及
び
正
副
会
長
会
議
を
開
催
し
個
別
対
応

を
図
り
ま
す
。

　

研
修
会
・
研
究
会
等
へ
の
参
加
や
関
係
団
体
と
の
交
流
等

を
通
じ
情
報
収
集
に
努
め
、地
域
福
祉
を
推
進
す
る
団
体

と
の
役
割
・
機
能
を
発
揮
し
、地
域
に
理
解
と
信
頼
を
得
ら

れ
る
社
協
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。職
員
研
修
会
を

自
主
的
に
開
催
す
る
な
ど
、職
員
の
資
質
向
上
と
専
門
性
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

③
地
域
間
交
流
の
促
進

　

渡
島
噴
火
湾
社
会
福
祉
協
議
会（
鹿
部
町
・
森
町
・
八
雲

町
・
長
万
部
町
）連
絡
協
議
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、近
隣

社
協
と
の
連
携
・
交
流
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、八
雲
・
熊
石
両
地
域
の
交
流
に
つ
い
て
も
、引
き
続

き
各
種
行
事
・
事
業
等
の
相
互
参
加
等
を
図
り
な
が
ら
、交

流
促
進
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑽ 

社
協
組
織
運
営
の
充
実

　

町
か
ら
の
受
託
事
業
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
、遺

漏
の
な
い
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①
八
雲
町
総
合
保
健
福
祉
施
設
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
管
理
業

　

務
②
寝
た
き
り
高
齢
者
等
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業（
八
雲
・
熊
石

　

地
域
）

③
高
齢
者
等
給
食
サ
ー
ビ
ス
支
援
事
業（
八
雲
地
域
）

④
緊
急
通
報
体
制
整
備
事
業（
八
雲
・
熊
石
地
域
）

⑤
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
運
営
事
業（
八
雲
地

　

域
）

⑥
要
介
護
認
定
訪
問
調
査
事
業（
八
雲
地
域
）

⑦
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
及
び
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ

　

メ
ン
ト
作
成
業
務（
八
雲
地
域
）

⑧
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
訪
問
事
業（
熊
石
地
域
）

⑾ 

町
か
ら
の
受
託
事
業
の
実
施

　

町
民
が
生
活
す
る
う
え
で
必
要
な
食
料
品
や
燃
料
な
ど

の
高
騰
が
続
い
て
お
り
、経
済
的
困
窮
に
陥
り
、例
年
に
も

増
し
て
、相
談
件
数
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。引
き
続
き
、行

政
や
関
係
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
相
談
援
助
活
動
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、各
種
事
業
や
活
動
を
通
じ
住
民

の
悩
み
に
速
や
か
に
相
談
に
の
り
適
切
な
助
言
・
支
援
等
を

合
わ
せ
て
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

北
海
道
社
協
か
ら
の
受
託
事
業
で
あ
り
ま
す
、判
断
能

力
が
十
分
で
な
い
方
の
金
銭
管
理
等
を
支
援
す
る
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業
は
、利
用
要
望
に
対
応
し
得
る
体
制
を

整
え
、生
活
支
援
員
の
確
保
等
実
施
体
制
に
万
全
を
期
し

て
ま
い
り
ま
す
。

⑺ 

相
談
・
自
立
支
援
事
業

介
護
保
険
事
業（
通
所
、居
宅
、訪
問
）は
、利
用
者
満
足
度

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、今
後
に

お
い
て
も
利
用
者
の
声
を
受
け
止
め
、親
し
ま
れ
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

し
か
し
、介
護
報
酬
の
改
定
や
利
用
者
の
減
少
傾
向
か
ら

収
支
の
均
衡
を
図
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。こ
の
間
、運
営
方
法
等
の
見
直
し
を
図
り
改
善
に
努
め

て
き
ま
し
た
が
、一
定
の
成
果
は
あ
っ
た
も
の
の
、初
期
の
目

標
に
は
至
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
介
護
報
酬
の
動
向
は
不
透
明
で
あ
り
、よ
り
一
層
慎

重
な
事
業
運
営
の
在
り
方
や
改
善
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、各
事
業
所
の
収
支
の
均
衡
を
基
本
に
、介
護
保
険
事
業

総
体
と
し
て
運
営
方
法
等
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
の
協
議

を
視
野
に
入
れ
な
ら
が
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、資
金
状
況
に
応
じ
積
立
と
基
金
設
置
目
的
に
沿

い
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑻ 

介
護
保
険
事
業
所
の
健
全
運
営

八雲町社協だより
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令和５年度八雲町社会福祉協議会収支予算

[本所拠点区分 ] （単位：千円）

（単位：千円）（支出）（収入）

○法人本部運営事業  53,697
○共同募金助成金事業（本所）  1,534
○在宅福祉事業（本所移送・給食） 6,616
○緊急通報システム事業  2,057
○ふれあい広場事業 1,399

○通所介護事業 29,837
○居宅介護支援事業 16,675
○ボランティアセンター（愛情銀行）事業 974
○生活一時金貸付事業 1,500
○生活福祉資金貸付事業 167

[ 支所拠点区分 ] （単位：千円）

○共同募金助成金事業（支所） 　374
○在宅福祉事業（支所移送） 1,923

○訪問介護事業 14,920
○小口資金貸付事業 501

会 費 収 入

町 補 助 金 収 入

町 受 託 金 収 入

道 社 協 受 託 金 収 入

共 同 募 金 助 成 金 収 入

介 護 保 険 収 入

寄 附 金 収 入

受 取 利 息 配 当 金 収 入

雑 収 入

償 還 金 収 入

積 立 預 金 取 崩 収 入

拠点区分間繰入金収入

サービス区分間繰入金収入

前 期 末 支 払 資 金 残 高

本所拠点区分収入予算合計

３，４５８

３６，２８８

２３，２８９

２８７

１，５３４

３９，０３０

５０

４

２５

１，５００

４，５６８

８５

１，０９７

３，２４１

１１４，４５６

科　　　目 予　算　額

人 件 費

事 業 費

事 務 費

助 成 金 支 出

共 同 募 金 助 成 金

貸 付 事 業 支 出

施 設 整 備 支 出

積 立 資 産 支 出

サービス区分間繰入金支出

予 備 費

本所拠点区分支出予算合計

８７，３２４

１０，９７１

７，５７２

３５５

１，５３４

１，５００

３，１２３

１，３３４

５３３

２１０

１１４，４５６

科　　　目 予　算　額

（単位：千円）（支出）（収入）

町 補 助 金 収 入

町 受 託 金 収 入

共 同 募 金 助 成 金 収 入

介 護 保 険 収 入

自 立 支 援 費 等 収 入

受 取 利 息 配 当 金 収 入

雑 収 入

償 還 金 収 入

施設整備費等補助金収入

５，５００

２，７９１

３７４

６，６４７

２

２

１

５００

１，６８８

科　　　目 予　算　額

人 件 費

事 業 費

事 務 費

貸 付 事 業 支 出

施 設 整 備 支 出

共 同 募 金 助 成 金

予 備 費

１２，８０５

１，７３５

５４８

５００

１，６５６

３７４

１００

収 入 予 算 総 合 計 １３２，１７４ 支 出 予 算 総 合 計 １３２，１７４

科　　　目 予　算　額

前 期 末 支 払 資 金 残 高 ２１３

支所拠点区分収支予算合計 １７，７１８ １７，７１８支所拠点区分支出予算合計

八雲町社協だより
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会
費
納
入
全
戸
加
入
の
お
願
い

お
願
い
す
る
会
費
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
当
社
協
は
、
町
民
皆
様
の
お
力
添
え
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、

地
域
福
祉
、
在
宅
福
祉
そ
し
て
介
護
保
険
事
業
所
の
運
営
を
推

し
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
社
協
の
運
営
財
源
は
、
町
民
皆
様
か
ら
収
め
て
い
た
だ
く
会

費
、
町
補
助
金
、
受
託
事
業
の
受
託
金
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金

の
助
成
金
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
愛
情
銀
行
）

に
よ
せ
ら
れ
た
寄
附
金
（
浄
財
）、
介
護
報
酬
等
に
よ
り
賄
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
会
費
の
主
な
使
い
道
は
、
毎
年
開
催
す
る
ふ
れ
あ
い
広
場
事

業
（
米
寿
・
敬
老
の
御
祝
）、隔
年
開
催
す
る
社
会
福
祉
大
会
（
福

祉
功
労
者
表
彰
式
、
講
演
会
）
や
福
祉
懇
談
会
の
開
催
事
業
、

会
報
（
社
協
だ
よ
り
）
発
行
事
業
、
福
祉
機
器
等
の
貸
出
事
業

等
に
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
町
民
皆
様
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
員
会
費
は
、
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
通
じ
て
町
民
の
皆

様
に
還
元
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
後
日
、
社
協
役
職
員
が
お
伺
い
い
た
し
ま
す
の
で
、
社
協

の
地
域
福
祉
事
業
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
一
口
以
上
の
ご
配

慮
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
年
度
も
ご
理
解
賜
り
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
全
戸
加
入
下
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
し
ま
す
。

◎
　
一
般
会
費
　
五
〇
〇
円

◎
　
賛
助
会
費
　
一
口
　
三
，〇
〇
〇
円

令
和
４
年
度

中
央
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
伝
達

　
中
央
共
同
募
金
会
よ
り
共
同
募
金
運
動
奉

仕
功
労
者
と
し
て
功
績
が
評
価
さ
れ
次
の
方

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
五
年
二
月
三
日
開
催
の
八
雲
町
共
同

募
金
委
員
会
第
三
回
理
事
会
の
席
上
で
能
代

会
長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

・
大
　
寺
　
正
　
夫
　
様

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

出前説明会
　令和５年３月３１日（金）出前説明会で野田生寿楽会を訪問させていただ

きました。

　山田会長から紹介され、局長からは社協事業の移送・給食サービス、デイ

サービス等について説明「外出の機会を作って楽しんでほしい。日常生活で

困りごとがあればいつでも連絡して下さい」と皆さんにお話ししていまし

た。その後に、ケアマネジャーがパンフレットを使いながら皆さんにサービ

スの説明をして、皆さんからは「介護度の決め方やサービスを使う方法」等

質問がありました。

　また、少しの時間でしたがデイサービスで実際に行っている「輪投げゲー

ム」を体験して楽しんで頂きました。

　社会福祉協議会では、各町内会及び老人クラブ等、会合の中で時間を設け

ていただければ、出前説明会を行いますのでどうぞお気軽にご相談下さい。

八雲町社協だより
（6）



通ボラ
No.29

　去る令和５年３月４日（土）、シルバープラザにて開催されま
した。
　毎年開催していた当事業は新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、３年間中止を余儀なくされていましたが、令和４年度は、
感染対策を行い、無事開催することができ、６２名の方が参加していただきました。
　講演は国立大学法人北海道教育大学函館校准教授齋藤征人氏をお招きし、約１時間半にわたり『空き
店舗を活用した地域の居場所づくり』（今ある地域の社会資源が協力し合えればできる居場所づくりを
提案）をテーマに講演、意見交換などを行いました。

令和４年度

ボランティアスクール開催！！

　マスク着用のなか、意見交換などでは大変な面もありましたが、参加者の協力を得ながら行うことが
できました。久しぶりの開催、講演内容もあり、参加者の方からも「久しぶりに色々話せた」、「考えの幅が
広がった」などお話いただけました。

参加者の皆様ご協力ありがとうございました。

八雲町社協だより
（7）



会
報
第
六
十
九
号

令
和
五
年
五
月
一
日
発
行

二
海
郡
八
雲
町
栄
町
十
三―

一

社
会
福
祉
法
人
　
八
雲
町
社
会
福
祉
協
議
会

八
雲
町
社
協
だ
よ
り

☎
０
１
３
７―

６４―

２
１
１
２

FAX
０
１
３
７―

６３―

２
１
６
０

赤い羽根共同募金の助成金は、八雲町社協だよりの発行にも役立てています。

社
　
協
　
活
　
動
　
メ
　
モ

　
　
十
二
月

・
八
雲
町
障
が
い
者
理
解
促
進
研
修
・
啓
発
事
業
「
障

　
が
い
者
理
解
促
進
講
演
会
」

・
仕
事
納
め
式
（
十
二
月
二
十
九
日
）

　
　
一
月

・
仕
事
始
め
式
（
一
月
五
日
）

・
第
３
四
半
期
定
期
監
事
監
査

・
第
四
回
理
事
会

・
新
四
期
地
域
福
祉
実
践
計
画
策
定
委
員
会

　
　
二
月

・
八
雲
町
共
同
募
金
委
員
会
第
３
回
理
事
会

・
第
三
回
正
副
会
長
会
議

・
令
和
四
年
度
北
海
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
災
害

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
者
意
見
交
換
会

・
令
和
四
年
度
渡
島
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
協
議
会

・
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に
係
る
協
議
体

　
　
三
月

・
令
和
四
年
度
道
社
協
職
員
連
絡
協
議
会
第
二
回
正
副

　
会
長
・
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
幹
事
合
同
会
議

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

・
第
五
回
理
事
会

・
令
和
四
年
度
第
二
回
渡
島
管
内
社
協
会
長
・
事
務
局

　
長
会
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
島
合
同
庁
舎

・
令
和
四
年
度
渡
島
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　
役
員
会
・
令
和
四
年
度
第
二
回
渡
島
地
区
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
推
進
会
議
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
島
合
同
庁
舎

・
第
二
回
評
議
員
会

・
退
職
辞
令
交
付
式

　
　
四
月

・
辞
令
交
付
式
並
び
に
年
度
始
め
式

一　般　寄　附

ボランティアセンター（愛情銀行）

○匿　名 １４，０００円

○荒　谷　潤　一　　北斗市 ５０，０００円

物　資　寄　附
○八雲ボランティア タオル５０枚
　（平成１０年度より継続）

○株式会社ＨＢＡ　　札幌市 ノートパソコン１台

○八雲中学校生徒会 歩行器１台

令和4年12月16日～令和5年4月15日（順不同・敬称略）

皆さんの暖かい善意のご寄附

ありがとうございました

リングプルで歩行器寄贈

社協職員の動き
この度、次のとおり異動がありましたのでお知らせいたします。

＊令和５年３月３１日付退職者
　羽　賀　春　美（居宅介護支援係長）

＊令和５年４月１日付昇任
　居宅介護支援係長　　武　田　晴　美（居宅介護係主任）

＊令和５年４月１日再任用
　居宅介護支援係主任　羽　賀　春　美

～ よろしくお願い申し上げます ～

八雲町社協だより
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